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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，マルチメディアの分析・検索・可視化によって地域文化の差異や類似性の比較分
析を可能とするクロス・カルチュラルな 4Dマルチメディア世界地図システムを，海外の大学・
研究機関の研究グループとの協働により構築・実現した．本システムは，歴史・文化に関する
多様な人文社会科学系マルチメディアデータ間の意味的・時空間的関連性計量に適用し，分析
結果を時間軸を伴った地図上に可視化することにより，各国・地域・都市の文化的差異・類似
性の比較分析を可能とする多元的情報分析システムである．本環境の実現により，利用者の興
味・関心・視点・問題領域と時空間情報の組み合わせに応じた，利用者毎の多種多様な歴史的・
文化的ストーリー（解釈）生成と新たな学術的メディア・コンテンツの生成が可能となった． 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research project, I implemented an environment for regional culture analysis with 
the "Cross-cultural 4D World Map System," a knowledge representation system which 
enables semantic, temporal and spatial analysis of multimedia, and integrates and 
visualizes the analyzed results as a 4-dimentional dynamic historical atlas. The main 
feature of this system is to create various context-dependent patterns of historical/cultural 
stories according to a user’s viewpoints dynamically. This system enables to analyze the 
similarities and differences among various regional cultures, generates multiple views of 
semantic and temporal-spatial relationships among multimedia data of the humanities and 
social sciences, and provides high visibility of semantic correlations between multimedia in 
time-series variation with geographic information.  
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究では，国際社会における各国・地

域・都市の歴史・文化的差異や類似性を比較
分析することを目的として，海外の大学・研
究機関の研究グループとの協働により，クロ
ス・カルチュラルな 4D マルチメディア世界

地図システムを構築・実現する． 
人文社会科学者が文書の分析を行う場合，
また，美術研究者が文化財の考察を行なう場
合は，歴史関連・文化関連の一次資料の解釈
学的・定性的な内容分析を行なうことが主流
であるが，研究者個人に帰属する高度に専門
的な知識に基づいて解釈学的な内容分析が
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行われるため，他の研究者や学生がその分析
結果を再現し共有することは極めて困難で
ある．この課題に対し，人文社会科学におい
ても分析結果の再現可能性や反証可能性を
重視する手法として，構成要素の出現頻度計
測や統計解析による定量的な内容分析が広
く応用されている．しかし，研究者や学生自
身が情報源を収集・評価・コード化・順序付
けし，さらに意味的，時空間的な解釈を行う
には膨大な時間を要することが指摘される． 
一方，データベースシステムの研究領域に

おいては，多様な学術研究分野において生成
された大量のマルチメディアデータ群をそ
の分野における共有知識資源として蓄積，共
有，検索，統合するための方法論およびシス
テムの構築が重要な研究対象となっており，
異種のデータベース群間での相互運用性や
統合を実現するデータベース管理手法，マル
チデータベースシステム，時空間的情報を伴
ったマルチデータベースシステム，意味的連
想検索方式によるマルチメディアデータベ
ースシステムが提案されている．  
本研究の学術的な特色は，これら人文社会

科学分野の専門知識と情報工学におけるデ
ータベース技術を統合する事により,多面的
な内容を含む歴史・文化に関するマルチメデ
ィアデータ群を対象として，利用者の興味・
関心・視点・問題領域と時空間情報の組み合
わせに応じた，動的な分析と可視化によって，
利用者毎の多種多様な歴史的・文化的ストー
リー（解釈）とその再利用による新たな学術
的メディア・コンテンツの生成を可能とする
点にある． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，国際社会における各国・地

域・都市の歴史・文化的差異や類似性を比較
分析することを目的として，海外の大学・研
究機関の研究グループとの協働により，クロ
ス・カルチュラルな 4D マルチメディア世界
地図システムを構築・実現する．本 4D 世界
地図システムは，歴史・文化に関する多様な
マルチメディアデータ（文書・画像・音楽・
動画）群を対象として，各データ間の意味
的・時空間的関連性について時代や文化の多
様性を反映しつつ動的に計量・分析し，その
分析結果を時間軸を伴った三次元地図上に
可視化するシステムであり，異文化コミュニ
ケーションの促進に寄与することを目的と
した地域文化分析・検索・可視化・共有環境
である．   
具体的には，これまでの研究において既に

実現している(a)専門分野別意味的連想検索
空間の実現方式，(b)異種の意味的検索空間の
連結方式，(c)因果関係計量データベース構築
方式，(d)文化財マルチメディアを対象とした
時代・文化別動的メタデータ抽出・クエリ生

成方式，(e) 歴史・文化に関する人文社会科
学系ドキュメントデータを対象とした情報
分析・可視化システムの実現方式，および，
(f)マルチデータベース環境での異種データ
の時空間的分析・可視化機能の実現方式をベ
ースに，これらを統合し，歴史・文化に関す
るマルチメディアデータに対して意味的・時
空間的な因果関係・相関量計量を行い，その
分析結果を，時間軸を伴った三次元地図（4D
世界地図）上に可視化するシステムを設計，
構築する．本研究において実現する 4D 世界
地図による地域文化分析・検索・可視化環境
は，図１に示すように，(A)計量・分析システ
ム，(B)出力システム，(C)入力システムから
構成される．本環境は，(A)対象とする領域の
専門知識を反映した計量・分析システム，(B)
対象とする専門領域の大局観を視覚的にユ
ーザに与える出力システム，(C) 対象とする
データ集合の概要やユーザの意図・記憶を計
量・生成する入力システムから構成される新
しいマルチメディアデータベースシステム
として位置づけられる． 
 
３．研究の方法 
 
本研究（2011 年～2012 年度）以前の研究
成果として，研究代表者は，平成 19 年～20
年度文部省科学研究費補助金（若手 B）「国際
問題関連ドキュメント群を対象とした高度
知識発見・情報分析システムの実現」，平成
21～22 年度同補助金（若手 B）「意味的・時
空間的マルチメディア分析・可視化機構を有
する 4D 世界地図システムの実現」，および，
研究協力者として参加した研究プロジェク
トにおいて，以下の方式・機能の実現を行っ
ている：(1) 国際問題関連文書データを対象
とした専門分野意味検索空間生成方式，(2) 
事象間の因果関係を計量可能とする因果関
係データベースの構築,(3) マルチメディアを
対象とした時代・文化に応じた印象メタデー
タ自動抽出方式の実現，(4) ユーザの意図を
反映したマルチメディア・クエリの動的生成
方式の実現，(5)歴史・文化・地域情報に関す
る文書データ群を対象とした時空間的分析
機構を有する多元的可視化システム，(6) 意
味検索空間と知識発見・情報分析システムの
連結による，歴史・文化・地域情報に関する
マルチメディアデータ群を対象とした 4D 世
界地図システムの実現，および，(7)文化財マ
ル チ メ デ ィ ア の 比 較 分 析 の た め の
Cross-culturalマルチメディアシステムの実現． 
これらの知識発見・情報分析システムおよ
び 4D 世界地図システムの方式・機能を統合
し，各国・地域・都市の歴史・文化に関する
マルチメディアデータに適用することによ
り，広域ネットワーク上に日々公開される大
量の歴史・文化に関するメディア情報を意
味・時空間の観点から自動的に検索し，高度
な知識発見・知識獲得を可能とする，総合的
な情報分析・可視化システムを実現した． 



 

 

具体的には，利用者（分析者）の意図や視
点，問題領域を自動的に抽出し，その意図に
応じてマルチメディアを多角的・動的に検索
すると共に，時代・文化の多様性を反映した
内容・コンテキストの時系列的変化や地域別
差異に関する分析を行い，その分析結果を問
題領域別・情報源別・地域別に表示・可視化
する機能を持つシステムの構築を行った． 
なお，研究代表者は，これまでの国際会議

における研究成果発表や国際共同研究プロ
ジェクトを通じて，フィンランド・ヘルシン
キ大学（現 Aalto 大学），同国タンペレ工科
大学，同国ユヴァスキュラ大学，タイ・国立
電子コンピュータ技術センター（NECTEC），
ドイツ・キール大学，インドネシア・スラバ
ヤ工科大学，ベトナム・ハノイ大学の研究者
グループとの恒常的な研究情報・意見交換を
行ってきた．本研究では，これらの実績を活
かし，海外の研究協力者との連携・協働によ
り，本 4D 世界システムによる地域文化分
析・検索・可視化環境を構築した． 
 
４．研究成果 
 

研究代表者および研究協力者は，研究期間
を通じて以下の計画に基づき 4D 世界地図シ
ステムによる地域文化分析・検索・可視化環
境の設計および実現を行った．システム構成
図を図 1に示す． 
(1) 利用者が入力した検索条件に応じて広域
ネットワーク上の複数情報源から該当する
マルチメディアデータを収集する機能を設
計，実現した．この機能により，利用者は自
動的に問題領域別・ネットワーク上の情報源
別・期間別に関連するマルチメディアデータ
の収集が可能になった． 
(2) 収集したマルチメディア群からメディア
データ別に意味的メタデータおよび特徴量
を抽出する機能を設計，実現した．この機能
により，検索空間に写像するための専門的か
つメディアに特化したメタデータを自動的
に獲得することが可能となった． 
(3) 収集したマルチメディア群から抽出され
た意味的メタデータおよび特徴量を対象と
して，文化別・時代別のメディア要素（色彩
情報，音要素）を抽出し，複数の集合演算子
を適用して特定の文化・時代依存の要素を分
析する機能を設計，実現した． 
(4) 分析対象メディアデータおよびクエリ生
成用メディアデータ群から時間的・空間的情
報をメタデータとして抽出する機能を設計，
実現した．  
(5) メタデータ化されたメディアデータの情
報をベクトル化し，専門分野別・メディアデ
ータ別の検索空間に写像するための計量空
間を設計，実現した．この機能により，空間
に写像された情報と利用者が入力したキー
ワードから自動生成されたメディア・クエリ
との意味的な近さが相関量として計量され
る． 
(6) 時空間情報依存の文化的差異や類似性を

計量するための計量機能，および，歴史・文
化に関する時間的・空間的情報データベース
の設計，実現を行う．必要に応じて研究補助
に依頼し，データベース入力を行った． 
(7) (1)(2)(5)による意味的情報検索システム，
(3)(6)による文化的差異・類似性計量システム，
(4)(6)による時間的・空間的情報データベース
間の連結・統合を行うグローバル・アナライ
ザーの設計，実現を行った． 
(8) (7)の連結により得られた情報から地理情
報を伴った意味内容の時間的遷移分析結果，
意味的関連に計量結果，文化的差異・類似性
分析結果を可視化する機能の設計，実現を行
った． 
(9) (8)から得られた分析結果，および意味的
関連性を時系列およびイシュー別・地域別に
検索・共有し，対話的協働作業を可能とする
3Dユーザ・インタフェースを設計し，実現し
た． 
(10) ユーザが入力したキーワード群および
マルチメディア（文書・画像・音楽）群につ
いて，リアルタイムに要素抽出と意味解釈を
行い，複数の演算子を用いてメディア・クエ
リを生成する機能を実現した． 

以上の分析・検索・可視化・共有機能を用
いることにより，利用者はインタフェースに
おける検索条件ならびに問題領域に関する
キーワードの入力・選択，または，マルチメ
ディアデータの投稿を行うのみで，検索・分
析意図に応じて自動的に生成された意味的
クエリおよびメディアデータ・クエリによっ
て，歴史・文化に関するマルチメディア群を
多角的・動的に検索・分析し，内容やコンテ
キストの時系列的変化や地域別差異に関す
る分析し，問題領域別・情報源別・地域別に
4 次元地図上に表示された分析結果を，自動
的かつ定量的に獲得することが可能となっ
た．また，同時に，協働的地域文化データベ
ース作成に参画することが可能となった． 

 

 
図 1意味的・時空間分析・可視化機構を有す
る 4D世界地図システム，および，これを用い

た地域文化分析環境の構成 
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 主な応用分野として，以下①～④の歴史・
文化関連マルチメディアを対象とした地域
情報分析・可視化システムを構築した． 
 
① 4D 世界地図を用いた文化財画像対象・文
化別特徴色抽出・可視化システム 

 

 
図 2 テキスタイル（伝統模様）を対象とし
た特徴的色彩抽出(1) 
 

 
図 3 テキスタイル（伝統模様）を対象とした
特徴的色彩抽出(2) 
 

 
図 4 各国のテキスタイル（伝統模様）を対象
とした特徴的色彩抽出 
 

 
図 5 各国テキスタイル（伝統模様）を対象
とした特徴的色彩抽出結果と生産国・輸入国
関係の 4D世界地図上への可視化 
 
② 風景画像の色彩情報と 4D 世界地図を用
いた各国・地域の観光情報提供・可視化
システム 
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図 6 画像のランキングと各国・地域の観光情
報提供インタフェース 
 

 

 
 
図 7 各国・地域の観光情報とその季節変化表
示インタフェース 
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③ 4D世界地図を用いた国際貿易史における
国際関係可視化システム 

 

 
図 8 国際貿易史における国際関係可視化イ
ンタフェース 
 
④ 歴史関連書籍を対象とした意味検索およ
び 4D世界地図を用いた可視化システム 

 

 
図 9 歴史関連書籍情報の国境情報付き 4D 世
界地図への可視化 
 

 
図 10 年代別国境情報の可視化インタフェ
ース 
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